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東日本大震災の影響と弊社の取り組みについて 

 

【はじめに】 

日ごろは保育所の運営にご協力をいただきありがとうございます。 

3 月１１日に発生した東日本大震災においては、これまでに亡くなった方・行方が判らない

方の合計が 2 万 7000 人以上となり、「マグニチュード 9.0」というエネルギーもさることなが

ら、痛みも、悲しみも、そして不安も超級の規模の震災といえましょう。 

あらためて、亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げますと共に、被災された皆さま、

そして、被害が及びました関係先さまには、心よりお見舞い申し上げます。 

そして、地震発生から１か月が過ぎた今も、およそ14万の人々が住処を失い、過酷な避

難生活を強いられており、福島第 1 原子力発電所の状況も予断を許しません。何より大

切なことが、被災者の救助、支援であることは言うまでもなく、政府はもちろん、日本を挙げ、

全力でこれに取り組まなければなりません。そして、その次は復興に向けて最大限の努力

を払わなければなりません。辛くても苦しくても、前を向き、日本復活への第一歩を踏み出さ

なければなりません。弊社も事業やボランティア活動を通じて、少しでも復興の手助けとな

れるよう、積極的に取り組んでまいりたいと思います。 

 

【保育所の運営方針について】 

・食品および飲料用水の取り扱い 

原発事故が深刻化する中で、保護者みなさまの心配事も、多くはこの事故による放射線

の影響かと拝察いたします。弊社でも既に相当量のミネラルウォータを確保し、また米を無

洗米に切り替える等の措置を実施しましたが、どこまで対応すれば相応なのか、その判断

は日に日に難しくなっています。園児と職員の安全確保はもちろん最優先ですが、過剰に

反応しすぎて、風評被害の拡大を招く、あるいは発信源となることは何としても避けねばなり

ません。そこで、今後も「政府、所轄官庁、自治体の発表する内容」を最も優先すべき判

断の基準―としてまいります。 

何より野菜や魚介類の出荷制限品目は市場に出回らないので、購入できるものは安全

とみなしています。また飲料用水についても、暫定基準値（１リットル当たりの放射性ヨウ素

が 300 ベクレル超-ただし一歳未満の乳児については 100 ベクレル-）を超えて摂取制限が

出された場合については、すべての飲料用水をミネラルウォータに切り替えますが、その場

合以外は、これまでどおり飲用、調理ともに水道水を使用いたします。 



・戸外遊びについて 

放射線情報も日常的になってきましたが、どれくらいの放射線量が観測されたら、子ども

たちの戸外遊びを制限するか。この件についても食品と同様、近く文部科学省が福島県

に示す方針を基準としたいと考えます。具体的には園児の年間被曝(ひばく)許容量を２０

ミリ・シーベルト（２万マイクロ・シーベルト）として、一般的な校庭・園庭の使用時間などを

勘案して算定するようです。具体的な方針が示されましたらまたお知らせいたしますが、現

在のところの放射線量では、首都圏での戸外活動は、健康にはまったく影響がないと言っ

て差し支えない状況と考えます。 

 

・計画停電について 

東京電力の計画停電は、当面の間は回避される見込みとなり、一安心していますが、各

園では引き続き、電燈の削減、冷暖房の制限など節電対策を実施しております。お迎えの

際にはご不便なことがあるかもしれません。なるべく早めのお迎えを含めて、ご協力をお願い

いたします。また今後、夏に向けて、深刻な電力不足から停電が余儀なくされた場合には、

自治体と相談の上で、園児の安全上の観点から「家庭保育」をお願いするケースも可能

性としてはあり得ることをご承知おきください。 

 

【弊社の社会的取り組みについて】 

・義援金 

会社、役員および社員有志による義援金活動で、1,045,346 円を日本赤十字社に付

託いたしました。 

 

・就業支援等 

本社社員、運転技能員、保育士の採用にあたっては、被災地にて失業等で仕事を探し

ている方を優先的に採用するよう方針を出しています。特に、本社社員（営業職）と保育

士については、神奈川県とも連携して住宅と就業をセットで提供できるよう、被災者の独立

支援に取り組んでいます。 

またグループ会社の株式会社ほっとジョブでは、運営する転職ｻｲﾄで、被災者を採用し

たｸﾗｲｱﾝﾄには、出稿掲載料を無料にする被災者就業支援キャンペーンを実施してい

ます。 http://www.hot-hoiku.jp/ 

 

【おわりに】 

「子どもの無限の可能性を信じ、育てる」保育理念に則り、こんなときだからこそ、一つ

の事故やトラブルがないように安全対策と情報開示を徹底してまいりますことをお約束しま

す。今年度もスターチャイルドの職員、保護者みなさまと心を一つにして頑張ってまいります。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

以 上 


